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小型 気球CO2 セ ンサ の 開発

　 ＊松見 豊 、 井出智幸 、 中山智喜 、 金 田昌廣、 鳥 山哲司 （名大太陽研） 、

小椋浩平 、 谷川純也 （矢崎総業）川崎昌博 （京大工 ） 、 井上 元 （総合地球研）

　温 室 効果ガ ス で あ る 二 酸 化炭 素 （CO2 ）の 大 気 へ の 放 出

や大気か らの 吸収の とい っ た 収支の 評価は 、現 存す る CO2

観測 サイ トの 数 が 少 な い た め 、空 間分解能 は観測 点 ご と

の 小規 模 な ス ケール か 亜大 陸規模 の 大規模 な ス ケー
ル に

限 られ て い る。地 球 上 の CO2 の 収支の 詳細な地域分布や季

節分布 を知 るた め には 、 こ れ らの 規 模 の 中間 に 当た るス

ケール で 観測を実 施 す る こ とが必 娶 で あ る 。 ま た 、 地表

や海 面に お け る収 支の 評価に は CO2 濃度 め高度分布 が 重

要 で あ る。 し か し、ほ とん どの 観 測 点 は 地 上観 測 の み が

行われ て い る 。 飛行機観測 に よ る 高度分布の 測 定が で き

る が地域や季節が きわ め て 限 られ て い る。CO2 濃度 の 高度

分布が わ か る とCO2 収 支の 精度が 飛躍 的 に向上す る。

　こ れ らの 課題 の た め に は よ り．多 くの 高度分 布 測 定が 可

能 な観 測 点 が必 要 で あ り、気 球 に よる CO2 観測が候補 とし

て 挙 げ られ る 。 気 球観測 は 世界中の 様 々 な地 表条件 、 気
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図 1 気 球搭載 CO2 セ ン サの 概念図

象条件 の 下 で 測定が 可 能で あ る 。
一

方で 観測装置 は 安価、軽量、 コ ン パ ク トで 気圧 の 低い 上 空 で も

高精 度 に測定 可 能 で あ るこ とが要 求 され る。 しか し、市販 され て い るCO2セ ン サ には 、
こ の よ うな

気球 搭載用 の 条 件 を満たす もの は現状で は ない 。 気 球 搭載可 能 な CO2 セ ン サが 開発で きれ ば 、将来

的に は オ ゾ ン ゾ ン デの よ うに世 界数 100 箇所 以 上 で毎週 毎 日の よ うに こ の 計測器 で CO2が 測 定 され

るこ とが 期待 で き、温 室効果 気 体観 測技 術 衛 星 GOSAT の 検証 に も使 うこ とが で き る 。

　我 々 は気球 搭 載 に必 要 な感 度や 時 間分解能 な どの 条件 を満たす小型 、軽量 の CO2 セ ン サ の 開発 を

行 っ て い る（図 2 参照）。 低圧 下 で の

セ ン サ 評価、 光路長の 最適化 、 地上

へ の デ ー タ送信 シ ス テ ム の 評 価 な

どを行 っ て い る 。 気球試験に 先駆 け

て 、富士 山 の ス バ ル ライ ン で 高度試

験 を 2008 年 4 月 に行 っ た。開発 し

て い る CO2 セ ン サ と高精度 の 既 成

の CO2 計 測器 を 同 時 に 車 両 に 載せ

て 、計測 を行 っ た 。 高精度の CO2 計

測器 との 比 較で は 、 1 − 2ppm の 違

い の 範 囲 で 計 測 で きて い る 。
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図 2 開発 して い る気球 搭載 用 二 酸 化炭 素 測定器 の 写真 。

横 の 長 さが 15cm 程度 。
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